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①グローバル時代をきりひらく資質・能力を，社会科で育む公民的資質や学力を踏まえ検討する。

②グローバル時代をきりひらく資質・能力を育成する授業づくりとして，子どもの発達段階を踏ま

え，内容面と方法面の双方向で検討する。

Ⅱ．グローバル時代をきりひらく資質・能力と社会科で育む資質や学力との関連性
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２ 子どもがグローバル化する社会をとらえるための枠組み
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３ グローバル化する社会の見方・考え方
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